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東日本大地震の発生から 12 年目になる。日本の地形、地質の特徴に加え、近年の気候

変動は地震大国の原因の上に更にその原因を作っているものがあると確信できる。 

戦後の復興過程を経て 70 年代の高度経済成長期は物質的な豊かさに私たちは翻弄さ

れ、それによって様々な弊害にさらされた。例えば一つの例であるが、日々使用している日

用品にプラスチック（原料が安価で、成型が容易）が用いられ、それが川から海に流され、

海流の力によって粉砕されたミクロプラスチックを魚が餌と勘違いして食べ、更にその魚を

我々が食べる。極北に棲むイヌイット族の人たちは海獣を丸ごと食べる習慣をもっているし、

我々も魚を丸ごと食することがある。この食物連鎖の弊害は今のところ表には出ていないが

近い将来公害問題として顕在化してくるのは時間の問題だと思う。 

又先日、ラジオから流れてきた「培養肉」について私たちはどの様に捉えたらいいのだろう

か。肉（牛、豚、魚、鶏）の細胞を培養して肉を作る、いわば人口食物の事だが、大地で飼

料、水を与え自然に生育したものを食べてきた私たちは多少の違和感を持ってしまう。国際

的な食糧不足、特にアフリカの飢餓状況はマスコミによって喧伝され私達も胸を痛めている。

この世界的な食糧不足を解消するのともう一つは動物の飼育による環境負荷を軽減する

のがその狙いだと考えられる。広大な土地、飼料、人力、ゲップによる二酸化炭素の排出

等々が減少するという。更に言うと培養技術を利用し

て人の臓器を作り出すのも大きな目標となっている。 

「培養技術」を巡る企業による競争合戦が今後も続

くだろうが、アフリカの飢餓脱出の糸口になればと思っ

ている。 
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大地変動の時代に 

 

10 年以上前、私が高校の教

員だった頃、「お手伝い」の域を

越えて、重過ぎる責任や負担

が、継続的に子どもにかかって

いる状況が起こっているので

は？と感じていました。親のう

つ状態や家事のために、たびた

び学校を早退せざるを得ない

生徒。小さい弟妹の面倒を見る

だけでなく、夜、生活費を稼い

でいる生徒もいました。あの子

ども達は，まさにヤングケアラ

ーだった、と、今思います。  

 

最近取り上げられるように

なったヤングケアラーは、まだ

法令上の定義はなく「本来大人

が担うと想定されている家事

や家族の世話などを日常的に

行っている 18 歳未満の子ど

も」という説明が一般的です。 

2020 年から翌年にかけて、

国がやっと、中・高生を対象に

ヤングケアラーの全国調査を

実施。報告された実態は、衝撃

的でした。  

中・高生の 20 人に１人(クラ

スに 2 人 )が家族のケアを担

当。その半数がほぼ毎日、平日

この写真  の作成者  不明な作成者  は  
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母
は
コ
ス
モ
ス
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
一
番
の
お

気
に
入
り
は
百
人
一
首
。
読
み
手
を
し
な
が
ら
取

り
札
を
探
す
と
い
う
欲
張
り
ス
タ
イ
ル
。
「
み
ん
な

も
う
一
回
し
よ
う
っ
て
い
う
の
よ
」
と
、
ち
ょ
っ
と
リ

ー
ダ
ー
気
取
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
や
歌
、

季
節
の
工
作
も
大
好
き
。
近
頃
は
そ
の
内
容
ま
で

は
覚
え
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
い
つ
も
「
あ
～
楽

し
か
っ
た
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
「
家
ま
で
迎

え
に
来
て
く
れ
は
る
し
『
そ
こ
』
で
ご
飯
作
っ
て
く

れ
て
は
る
か
ら
い
い
匂
い
が
し
て
く
る
し
、
楽
し
い

こ
と
い
っ
ぱ
い
や
し
、
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
に
行
け

て
よ
か
っ
た
わ
。
」と
、
生
き
生
き
と
話
す
母
で
す
。 

 

忘
れ
る
こ
と
、
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
増
え
、
落

ち
込
む
姿
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ス
モ
ス
さ
ん
で
大

切
に
し
て
い
た
だ
き
、
力
を
発
揮
さ
せ
て
い
た
だ
く 

こ
と
で
自
信
を
取
り
戻
し
、
前
向
き
に
暮
ら
せ
て

い
け
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ス
テ
キ
な
ス
タ
ッ
フ
の 

皆
さ
ん
や
利
用
者
の
皆 

さ
ん
に
感
謝
‼
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

小
林
千
津
子
の
娘 

川
原
久
子 

 

コスモス アラカルト 

６月１２日、八幡支援学校の校長先生と進路指導担当

の先生がコスモス男山にいらっしゃいました。 

コスモス男山が、長年生徒さんの実習を受け入れてき

たということで、京都府教育委員会からの感謝状を持っ

て来てくださったのです。 

 実習では、生徒さんは利用者さんたちと会話したりレ

クリエーションをしたりと、積極的に取り組まれている

姿がみられました。これからも、次世代の育ちを支えて

いきたいと思います。    （副所長 武元美由紀） 

 

利
用
者
さ
ん
の
ご
家
族
の
声 

 

折
り
紙
を
大
中
小
と
切
り
抜
き
、
２
～
３
通
り

の
貼
り
方
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に

貼
り
付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
工
夫
し
ま
し
た
。 

 
 

短
冊
に
書
い
た
お
願
い
ご
と
は
？ 

 

Ｉ
さ
ん
は
自
分
の
思
い
を
短
冊
い
っ
ぱ
い
に
書

き
、
Ｋ
さ
ん
は
「
家
族
と
一
緒
に
住
み
た
い
」、
Ｓ

さ
ん
は
「
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
等
々
、

思
い
思
い
の
短
冊
を
笹
に
つ
け
て
み
ん
な
で
七
夕

の
歌
を
大
合
唱
。
「
コ
ス
モ
ス
に
来
る
の
が
一
番
楽

し
い
！
」
と
思
わ
ず
職
員
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
一
言

を
書
い
て
下
さ
っ
た
Ｋ
さ
ん
、
何
よ
り
嬉
し
い
言

葉
で
し
た
。 

 
 

利
用
者
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
今
後
も
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
で
す
。 

（
介
護
職
員 

汐
池
久
子
） 

七
夕
飾
り
は
、
こ
う
し
て
で
き
ま
し
た 

感謝状をいただきました 

 

－２－ 

西村所長 武元副所長 校長先生 進路指導担当の先生 



 

 コミュニティスペース 「ひ だ ま り」 

ちょっと、数人で集まりたいけど、自宅だと気を使うし…。ご近

所やサークルで集まれる場所があればなあ…。 

ネットワーク作りには場所も必要ですよね。そんな時のために

コミュニティスペース「ひだまり」はあります。軽食喫茶「おいでや

すコスモス１０３」の２階です。ぜひご利用ください。 

飲み物食べ物の持ち込みも自由です。 

＜開室時間＞ 

火曜日～金曜日（祝日を除く）  

午前 11時 30分～午後 3時 

＜利用料金＞ 

１時間２００円  

冷房・暖房利用時は１時間２５０円 

＜申し込み＞ 

事前予約が必要です。早めにご予約下さい。  

 

コスモス男山 ０７５（９８３）２７３7＜利用可能人数＞１０人前後 

地
域
の
高
齢
者
の
方
々
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
な
が
ら
新
た
な

出
会
い
の
場
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
た
『
き
ら
っ
と
☆

シ
ニ
ア
倶
楽
部
』、
早
１
年
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
さ
ん
の
「
自
分
の
身
体
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
体
操
さ

れ
る
姿
」
に
、
そ
し
て
「
ゲ
ー
ム
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
の
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
」
に
出
会
え
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。 

 

ゲ
ー
ム
中
の
補
助
や
片
付
け
も
率
先
し
て
動
い
て
下
さ
り
、
み

ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
日
常
生
活
の
中
に
『
き
ら
っ
と
☆
シ
ニ
ア
倶
楽

部
』
が
定
着
し
〝
後
期
高
齢
者
〟
で
は
な
く
〝
幸
輝
高
齢
者
〟
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
き
ら
っ
と
担
当 

津
野
法
子
） 

健康寿命を延ばそう  「きらっと☆シニア倶楽部」誕生して１年！ 

 

 

毎
月
第
二
水
曜
日
の
午
後
、
「
ひ
だ
ま
り
」
で
連
句
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

そ
の
名
も
「
二
水
会
」
。
俳
句
は
、
季
語
を
五
七
五
の
十
七
音
で

詠
む
文
芸
で
す
が
、
連
句
は
、
五
七
五
に
続
け
て
七
七
と
詠
み
、
さ

ら
に
五
七
五
と
詠
み
継
い
で
ゆ
き
ま
す
。
四
季
の
句
の
他
、
恋
や
旅

の
句
、
つ
ぶ
や
き
な
ど
も
詠
ま
れ
ま
す
。
即
興
で
詠
み
ま
す
が
、
皆

で
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
創
る
の
で
合
作
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
二
年
三
月
に
発
足
し
、
六
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
見
学
も

Ｏ
Ｋ
。 

☎
９
８
３
・
５
２
７
８ 

土
井
三
郎 

  

利
用
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
紹
介 

－3－ 

参加費１００円（茶菓代）時間 1３：３０～１５：３０ 

毎月第２，４火曜日開催中 今からでも間に合います。 

☎ 9 8 3 - 2 7 3 7 
にお申込み下さい。お待ちしております！ 

前半はしっかり体操。 

でも後半は？ 

工夫を凝らしたゲームや

イベントでわいわいわい！ 

勝負はあくまで真剣に！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   八幡市役所 危機管理室長 坂口辰郎

さんから、貴重なお話を聴くことができま

した。まず、地震は長きに渡り、定期的に

確実に起こっている災害であり、決して

他人事ではないと改めて考えさせられま

した。 

災害級の大地震が起きたら、どのよう

な事がおこりうるのか、日頃からイメージ

して、備えることが大切だと思いました。 

－４－ 

「地震
だ！」

職 員 研 修 

特に断水時のトイレの使用については、実

際にポータブルトイレを使用しての説明が

大変分かり易く参考になりました。トイレに

ついては何がどのくらい必要なのか、今ま

で聞いたことが無かったので、早急に準備

したいです。  

    （経理担当 田中瑞絵 ） 

 

便座を上げた状態で溜まった

水の上にポリ袋をかぶせます 

便座を下して黒色ポリ袋をか

ぶせます 

凝固剤で固めて、汚物をゴミ

に出す時は、必ず「し尿」と

書いた紙を貼ります 

「この辺りも液状化の危険性？」真剣です！ 

 

」 

「認知症ライフサポート研修」受講しました 

八
幡
市
内
の
各
事
業
所
か
ら
来
ら
れ
た
様
々
な
職
種
の
方

と
、
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
が
６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

職
種
に
よ
っ
て
違
う
意
見
が
出
る
の
は
当
然
で
す
が
、
そ

の
中
で
大
切
な
の
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
そ
の
方
に
対
し
て
同

じ
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担

し
て
チ
ー
ム
ケ
ア
を
し
て
い
く
。 

認
知
症
が
進
行
し
て
か
ら
の
「
手
遅
れ
型
支
援
」
で
は
な

く
、
早
い
段
階
か
ら
関
わ
る
「
備
え
型
支
援
」
が
で
き
れ
ば

本
人
の
想
い
が
伝
わ
り
や
す
く
そ
れ
に
沿
っ
た
支
援
が
し
て

い
け
る
な
ど
、
多
く
の
事
を
再
認
識
で
き
る
研
修
で
し
た
。 

（
所
長 

西
村
宜
子
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

子
） 

 

 

 

「壁にしっかり固定されていますね。」 

6月 23日 市役所の会議室で 

「認知症ライフサポート研修」が

開催されました。共にコロナ禍に

耐え、久しぶりの対面研修とあっ

て、大盛況でした。 

安
全
点
検
も
大
切
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11

月 

10

月 

     

9

月 

   

8

月 

7

月 

      

6

月 

20

日 

1

日 

 
29

日 

25

日 

 

16

日 

15

日 

28

日 

23

日 

18

日 

24

日 

30

日 

23

日 

17

日 

13

日 

12

日 

4

日 

 

1

日 

第
４
回 

運
営
推
進
会
議 

コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
第

51

号
発
行 

 

処
遇
改
善
交
付
金
前
期
支
給 

第
３
回 

運
営
推
進
会
議 

サ
ー
ビ
ス
評
価
開
始 

多
職
種
連
携
の
会 

2

名 

第
３
回 

定
例
理
事
会 

消
防
署
立
ち
入
り
検
査 

職
員
研
修 

減
災
に
向
け
て
「
地
震
だ
！
」
そ
の
時
何
を
す
る
？ 

第
１
回
B

C

P

策
定
委
員
会 

以
降
常
勤
会
議
時
に
開
催 

第
２
回 

運
営
推
進
会
議 

夏
季
賞
与
支
給 

多
職
種
交
流 

認
知
症
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
研
修 

4

名 

 

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
以
降
毎
月
第
３
土
曜
日
実
施 

 

「
き
ら
っ
と
☆
シ
ニ
ア
俱
楽
部
」
以
降
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日
実
施 

 

京
都
府
教
育
委
員
会
よ
り
感
謝
状
受
理 

 

第

18

回 

定
時
総
会 

コ
ス
モ
ス
だ
よ
り
第

50

号
発
行 

コスモス文芸 俳
句 

活
動
日
誌 

６
月 

～ 

９
月 

－５－ 

  

語
部

か
た
り
べ

の 

腕
の
ケ
ロ
イ
ド 

桐
一
葉 

 

は
ら
か
ら
の 

旅
の
終
り
や 

大
花
野

お
お
は
な
の 

 

み
や
こ 

  
 

 

恋
猫
や 

耳
切
り
猫
に 

懸
想

け
そ
う

し
て 

産
道
は 

す
べ
て
夕
焼
け 

甘
茶
仏

あ
ま
ち
ゃ
ぶ
つ 

二
位
の
尼
の 

化
身
に
お
わ
す 

水
月

く

ら

げ

か
な 

 

信 

 

  

ぽ
こ
ぽ
こ
と 

群
が
り
て
ぽ
こ 

枇
杷

び

わ

の
花 

 

故
郷
の 

失
く
な
り
た
る
日 
沙
羅
の
花 

 

だ
し
ぬ
け
に 

揚
羽

あ

げ

は

蝶
ち
ょ
う

の 

過よ

ぎ

り
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

志
音 

今
後
の
活
動
予
定 

 



 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書名 著者 発行所 

茜唄 今村翔吾 角川春樹事務所 

忠臣蔵 黒鉄ヒロシ 幻冬舎 

ほどよく忘れて生きていく 藤井英子 サンマーク出版 

｢介護保険は詐欺だ｣と告発した公務員 日下部雅喜 日本機関紙出版センター 

藤井聡太はどこまで強くなるか 谷川浩司 講談社 

恋らむ鳥は 澤田瞳子 毎日新聞出版 

朝鮮戦争と日本人－武蔵野と朝鮮人－ 五郎丸聖子 クレイン 

｢私のはなし、部落のはなし｣の話 満若勇咲 中央公論新社 

しろがねの葉 千早茜 新潮社 

死刑について 平野啓一郎 岩波書店 

尚、赫赫たれ－立花宗茂残照－ 羽鳥好之 早川書房 

ウクライナ危機から問う日本と世界の平和 志葉玲 あけび書房 

老いの玉手箱 －痛快！心地よく生きるヒント 100－ 樋口恵子 中央公論新社 

日本短編漫画傑作集 全 6巻 手塚治虫他 小学館 

若者が変えるドイツの政治 木戸衛一 あけび書房 

コスモス文庫 

☆ 寄 贈 い た だ き ま し た   
 

・指月在住の秦さんよりコロナ対応消毒剤を 

・ふきよせさんより捨て布を 

・藤本さんより書籍を 

 

編

集

後

記 

47
号
か
ら
編
集
後
記
は
編
集
委
員
５
人
が
持
ち
回
り

で
書
い
て
い
ま
す
。
負
担
減
の
ね
ら
い
が
大
き
い
の
で
す

が
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
味
に
よ
っ
て
毎
号
切
り
口

が
違
う
後
記
も
素
敵
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
の
家
コ
ス
モ
ス
男
山
」
の
活
動
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
間
３
回
、
１
回
６
ペ

ー
ジ
の
冊
子
に
、
ど
こ
を
ど
う
切
り
取
っ
て
お
伝
え
す
る

か
、
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。 

現
在
は
、
巻
頭
は
理
事
の
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

２
ペ
ー
ジ
は
利
用
者
さ
ん
の
日
常
。
３
ペ
ー
ジ
は
介
護
事

業
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
紹
介
し
、
４
ペ
ー
ジ
は
職
員

や
地
域
の
報
告
な
ど
。
５
ペ
ー
ジ
は
文
芸
と
活
動
日
誌
。

最
終
ペ
ー
ジ
は
、
購
入
本
の
紹
介
と
掲
示
板
と
い
う
風
に

一
応
の
割
り
当
て
を
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
の
記

事
を
も
っ
と
増
や
し
た
方
が
い
い
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
49
号
同
様
、
今
号
も
利
用
者
の
ご
家
族
が
書
い
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
で
紙
面
に
広
が
り
と
奥
行
き
が

加
わ
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

依
頼
に
応
じ
て
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
～
ん
！ 

そ
し
て
い
つ
も
、
卓
越
し
た
セ
ン
ス
で
紙
面
を
楽
し
く

読
み
や
す
く
構
成
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
光
成
さ
ん
！ 

深
謝
。
51
号
完
成
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
萬
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

－6－ 

ありがとう   

ございました。 

ふ
～
、
間
に
合
っ
た
！
（
光
） 


